※この用紙は、中堅教諭等資質向上研修12年目修了まで各自で保管する。	
（様式３）
中堅教諭等資質向上研修（特）　自己課題に応じた研修実施報告書

１　研修対象教員
	氏　　名
	免許
	採用年

	
	
	　S・H・R　　年　　月採用


※免許は、校種と種類を記入。教科は（　）内に記入。　※採用年は、岐阜県教職員として採用された年月。

２　自己課題に応じた研修の実施
実施前に、自己課題、研修内容等を記入後、必ず校長に説明し、受講の許可を得ること
※選択研修の内容は、自己課題に応じた内容であること。
※県が主催する研修を選択する場合、資質向上期又は資質充実期のキャリアステージから選択することが望ましい。

令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	


	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	


	
	校長助言
	




令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	


	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	


	
	校長助言
	





令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	


	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	


	
	校長助言
	




令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	


	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	


	
	校長助言
	




３　注意事項
・教職経験が11年目を終了するまでに、校外研修（自己課題に応じた研修）４日以上（自己課題に応じた総合教育センターの講座、各地区等で実施される研修会や研究発表会、地区内小中学校で行われる研究授業及び授業研究会、研修教員が自ら研修テーマを深める研修等への参加）を実施する。
・自己課題に応じた研修は、教職経験が７～11年目の５年間でバランスよく受講することが望ましい。
・講座番号は、講座番号がある講座の場合のみ記入する。
・受講年度の研修記録欄が不足した場合は、次年度の研修記録欄に記入する。
・用紙が足りなくなった場合は、２枚目を準備し使用する。
・12年目に受講する「中堅教諭等資質向上研修」の報告書の提出時に使用するため、12年目までは各自で保管する。
※報告書提出時は１つのPDFファイルにまとめ、電子メールにて提出する。

 (
記入例
)（様式３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中堅教諭等資質向上研修（特）　自己課題に応じた研修実施報告書

１　研修対象教員
	氏　　名
	免許
	採用年

	○○　○○
	中１（社会）　特１（肢病）
	　S・・R　○年　４月採用


※免許は、校種と種類を記入。教科は（　）内に記入。　※採用年は、岐阜県教職員として採用された年月。

２　自己課題に応じた研修の実施
実施前に、自己課題、研修内容等を記入後、必ず校長に説明し、受講の許可を得ること
※選択研修の内容は、自己課題に応じた内容であること。
※県が主催する研修を選択する場合、資質向上期又は資質充実期のキャリアステージから選択することが望ましい。

令和○年度【教職経験　７年目】　　　　○○特別支援学校
	自己
課題
	特別支援学校における実態把握と、実態に応じた「主体的・対話的で深い学び」の充実を図る授業実践の在り方

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号○○○○
重点講話「特別支援教育の○○」
	総合教育センター
	教育研修課
講師○○○○

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	特別支援教育における○○の考え方を再度確認するとともに、最新の情報を得ることができた。今後の実態把握・授業実践に生かしたい。

	
	校長助言
	積極的に最新の情報を得ようとする姿勢が素晴らしい。今後より一層、得た情報を同学年チームで共有できるよう伝え、高め合うことを期待している。



令和○年度【教職経験　９年目】　　　　○○特別支援学校
	自己
課題
	特別支援学校における主体的・対話的で深い学びの充実を図る授業の在り方
（知的障がいの授業実践を中心に）

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	○○特別支援学校　公開研究会参加
「主体的・対話的で深い学び」
	○○特別支援学校
	○○特別支援学校　教諭

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	特別支援学校における「主体的・対話的で深い学び」の在り方について、他校の研究や講師の講演を通して再考した。得た情報を同僚と共有する。

	
	校長助言
	研修で得たものを元に、当校ならではの「主体的・対話的で深い学び」の在り方を考察し、同僚のみならず学校全体に推進していくと、なおさらよい。




令和○年度【教職経験11年目】　　○○特別支援学校
	自己
課題
	特別支援学校における主体的・対話的で深い学びの充実を図る授業の在り方
（少人数の学級における、準ずる教育の実践に向けて）

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	○○中学校　公表会参加
　「社会科」
	○○市立
○○中学校
	○○中教諭

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	教科学習の本質を学ぶことができた。当校の少人数なりの対話的な学びの在り様を、準ずる教育担当全員で、ICT機器を取り入れつつ、工夫していきたい。

	
	校長助言
	準ずる教育担当として、学校の中心になって考察してくれている。学校課題に近しい為、今後も一層研鑽を積み、見方・考え方の共有を期待したい。



